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担 当官 のAさ ん にイ ンタビューを行 った。イ ン
タ ビューは半構造化の形式 で実施 し,ICレコー
ダを使用 して記録 し,そ の後記録 した音声デー
タを スクリプ ト化 した。なお文 中の空 白の()











































































































































































































































サービス ・ラーニ ングでは国や世界を意識 した






報活動や,以 下の語 りに見 られ る環境 や財産 の
活用が課題 解決に有効ではないだろ うか。
「学校 自体 が持 ってい る環境。 だか らDは あ
あい う活動 をす るのに適 している とい う事 で
すね。(中略)B高 校 であ の活動 をや ろう と
思 って もそれは出来 ない。 で もB高 校 にはD
には無いよ うな環境 があ るわけです ね。 あの
近辺の美術館 とか博物館 とかがあ って,地 域
の保育園,幼 稚 園があ って,お 寺 さんだ らけ
です し。 そ ういう所 に教員 が声 を掛 けてい っ
て連携先 としてお願 いを していけば違 った活
動が 出来 る。 だか ら学校が持 っているそれ 自
体の財産を どう生 かす か。」
いずれ にせよ教員 の負担 の増大 は避 けられな
いが,当 面は高校 自体 が持 つ環境や財産を最大
限 に活用す ることが肝 要である と考え る。
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社会に役立つ喜びや,勤 労の大切 さなど多 く
のことを体験的に学んでいく。
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